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不動産を中心とする「資産の One Stopコンサルティング」を提供するリオ・ホールディングス。 
2025 年、同社はSAP のクラウド製品を中心とする基幹システムを導入し、 
単体と連結の会計処理および決算処理の大幅な刷新を図った。

導入理由の一つに、AI の活用があった。

「人材確保が難しくなっている今、マンパワーに頼るのではなく、 
AIも活用しながらデジタルで効率化を進めていくべきと考えました。 
いずれ経営を次世代に渡すときのことも含めて、SAPで体制を整えることができました」（中川氏）

業務を標準プロセスに合わせることを徹底し、 
８カ月という短期間で計画通りにSAPを導入。 
新体制の効果は、2025 年度の決算処理時に如実に現れた。

「SAP 標準機能の活用により、 
連結決算作業の 9 割以上を削減できました。 
また、従来は会社ごとに個別入力していた仕訳についても、 
SAPでは複数会社分の仕訳データを 
一括で取り込めるため、 
業務処理単位でグループ各社の作業を 
一元化できるようになりました。 
債権債務消込も大幅に簡素化することができ、 
社内でも大きな効果がでています」（蟻川氏）

さらなる成長を見据えて―― 
SAPという強力なビジネス基盤を手にした 
リオ・ホールディングスが、 
新たな一歩を歩み始めた。


